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産
婆
と
看
護
婦
は
同
じ
女
性
の
医
療
専
門
職
で
あ
る
が
、
日
本
の
場

合
、
異
な
る
発
生
、
職
業
化
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

職
業
で
あ
る
が
、
産
婆
の
歴
史
と
看
護
婦
の
歴
史
は
相
互
に
関
連
が
あ

｜
例
会
抄
録
一

｜
例
会
記
録
一

平
成
十
六
年
六
月
例
会
平
成
十
六
年
六
月
二
十
六
日

順
天
堂
大
学
医
学
部

一
、
日
本
各
地
に
残
る
江
戸
時
代
・
明
治
時
代
初
期
の
薬
箱

中
村
輝
子
、
遠
藤
次
郎
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

ー
、
産
婆
が
書
い
た
通
俗
衛
生
害
「
産
前
産
後
衛
生
心
得
」
（
明
治
三
五

年
刊
）
に
つ
い
て

平
尾
真
智
子

七
、
八
月
例
会
休
会

岡
孝
滞
監
記
事
劣
藍
詫
去
劣
諜
芳
宮
詣
失
詫
去
諜
劣
圃
夫
弗
芙
悲
詩

産
婆
が
書
い
た
通
俗
衛
生
書
「
産
前
産
後
衛
生
心
得
』
（
明
治
三
五

年
刊
）
に
つ
い
て

平
尾
典
智
子

る
。
産
婆
規
則
の
構
造
は
看
護
婦
規
則
に
影
響
を
与
え
て
い
る
し
、
両

者
の
教
育
は
産
婆
看
護
婦
学
校
と
し
て
同
一
の
場
所
で
行
な
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
看
護
婦
規
則
制
定
後
、
看
護
婦
規
則
改
正
の
動
き
が

あ
っ
た
が
改
正
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
同
様
に
産
婆
規
則
改
正
運
動

も
行
な
わ
れ
て
い
る
が
改
正
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
似
た
よ
う

な
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
る
。

専
門
職
と
し
て
の
主
体
的
な
活
動
を
見
て
み
る
と
、
看
護
婦
自
身
が

書
い
た
看
誰
書
は
明
治
二
○
年
代
に
三
冊
二
冊
は
翻
訳
害
）
あ
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。
初
期
産
婆
教
育
に
用
い
ら
れ
医
師
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
本
の
紹
介
は
『
宥
謹
史
』
（
医
学
書
院
系
統
看
護
学
講
座
別
巻
九
）

に
戦
っ
て
い
る
が
、
産
婆
自
身
が
書
い
た
本
は
あ
る
の
か
疑
問
に
思
い

洲
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
期
に
産
婆
が
著
者
に
な
っ

て
い
る
本
を
一
冊
見
つ
け
川
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
報
告
す
る
。

産
婆
は
女
性
の
医
推
職
と
し
て
は
最
も
早
く
法
的
な
整
術
が
な
さ
れ

た
。
明
治
七
年
の
医
制
に
身
分
が
規
定
さ
れ
て
い
る
し
、
産
婆
の
教
育

は
明
沿
九
年
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
各
府
県
で
産
婆
規
則
が
公

布
さ
れ
、
明
治
三
二
年
に
勅
令
産
婆
規
則
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
登
録

産
婆
数
は
明
治
三
四
年
で
約
二
万
三
千
人
で
あ
る
。

『
産
前
産
後
衛
生
心
得
』
は
明
治
三
五
年
に
発
刊
さ
れ
た
。
表
紙
に
記

さ
れ
た
著
者
は
中
央
看
護
婦
会
長
松
本
安
子
で
あ
る
。
表
紙
に
は
「
東

京
中
央
看
護
婦
会
蔵
版
」
、
裏
表
紙
に
は
「
中
央
看
護
婦
会
蔵
版
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
看
護
婦
会
に
関
し
て
は
、
明
治
三
一
年
の
「
中
外

医
事
新
報
」
に
中
央
看
護
法
講
習
所
の
規
則
が
載
っ
て
い
る
が
、
こ
の

講
習
所
に
付
属
し
て
い
る
中
央
看
護
婦
会
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
緒
言


